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1.活動銀河核、ブレーザー
活動銀河核:銀河中心の超大質量ブラックホールの活動が活発で銀河本体
よりも明るくなり、また激しく光度変動しうる天体
ブレーザー:
活動銀河核のうち相対論ジェットが地球を向いている天体
ジェットからの放射が卓越
シンクロトロン放射(電波～X線)と逆コンプトン(硬X線～γ線)の2ピーク

2.研究動機
ブレーザーの光度変動の原因は未だ議論中
多波長を統一的に調べることで変動の起源を明らかにし、その物理的描像を理解する

3.結果
3-1.多波長ライトカーブ

3-2.同時増光時の可視光とγ線との相関
5回の増光のうち2回に対し相関を調査
実点は下のライトカーブの赤枠の部分、薄い点は観測全体

3-4.SED(Spectral Energy Distribution)
15日ビニングの観測データを用い、同時増光時刻付近での可視
光とγ線をシンクロトロン自己コンプトンモデルに当てはめ、
SEDを作成

放射領域の大きさ𝑅𝑏[4]は

𝑅𝑏 =
𝑐𝛿𝐷𝑡𝑣𝑎𝑟
1 + 𝑧

𝑡𝑣𝑎𝑟:変動のタイムスケール、 𝛿𝐷:ドップラーファクタ、 𝑐:光速、 𝑧:赤方偏移

暫定として
• 𝑡𝑣𝑎𝑟 = 15日、𝑧~0.3[5]を利用
• 2つのピーク周波数~1015Hz,~1024Hzより、𝛾max~10

4(今回は
𝛾max = 4 × 104を採用)

• これらの値を固定し、放射領域の電子がべき乗エネルギー分
布(電子の分布を𝑁(𝛾)として、𝑁 𝛾 ∝ 𝛾−𝑝)のモデルを使用

• 他のパラメータを観測結果に近づくように決定

4.今後の研究
• SEDモデルを理解し、そのモデルでデータに対してフィッティング
を行い、物理パラメータの変動を調査する

• カラーインデックス、Fractional VariabilityとFluxの関係を調べる
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MITSuMEの観測をA,B,C,Dの期間に分割
可視光とγ線で同時に増光5回検出 (青色縦実線)
可視光が暗いときにg-Rcが赤くなる傾向3回(赤色縦実線)

• Aは外れ値の影響でやや弱めの相関
• Aはγ線優越、Bは可視光優越とそれぞれ異なる傾き(青矢印)
• この結果はシンクロトロン自己コンプトンのみでは説明が
できない現象と考えられる

3-3.可視光とγ線の短期間の変動
以下の式で表されるFractional Variability 𝐹𝑣𝑎𝑟[3]を用いて解析
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𝑆2:フラックス分散、 𝜎𝑒𝑟𝑟
2 :フラックス平均2乗誤差、 ҧ𝑥 :フラックス平均、

𝑁:対象データ数(33日,45日で計算)

• γ線は期間Aの最初の増光のみ大きな変動
• 可視光優越の期間Bで、可視光の変動がγ線より弱め
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• BのX線が少し外れる
• 可視光優位かγ線優位かの違いは放射領域の電子のエネルギー
総和の違いと考えられる

ブレーザーの模式図[1]
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SED(Spectral Energy 
Distribution)のモデル[2]

概要：ブレーザーS5 0716+714を電波、可視光、紫外線、X線、γ線のそれぞれにおいて時系列解析を行った。可視光とγ線に同時に
増光する部分を5か所検出した。そのうち2つの相関を調べると傾きが異なっていることがわかった。シンクロトロン自己コンプ
トンモデルに当てはめると放射領域の電子のエネルギー総和に違いがあると考えられる。
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